
被
災
者
の
声
を

県

へ
届
け
る

大
雨
に
よ
る
江
津
市
内
で

の
住
家
の
被
害
は
全
壊
が
３

棟
、
大
規
模
半
壊
が
３
棟
、

半
壊
が
24
棟
と
な
っ
て
い
ま

す

（７
月
22
日
時
点
）
。

日
本
共
産
党
で
は
大
平
よ

し
の
ぶ
前
衆
議
院
議
員

・
む

こ
せ
慎

一
衆
院
島
根
２
区
予

定
候
補

・
島
根
県
議
団

・
江

津
市
議
団
が
現
地
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
29
日
の
島
根

県

へ
の
要
請
で
は
、
調
査
の

際
に
寄
せ
ら
れ
た
被
災
さ
れ

た
方
の
切
実
な
声
を
取
り
上

げ
、
県
の
具
体
的
な
対
策
を

求
め
ま
し
た
。

県
か
ら
は
江
津
市
出
身
の

松
尾
紳
次
副
知
事
が
対
応
し

ま
し
た
。
な
お
、
松
江
市
内

で
も
同
時
期
に
住
宅
地
の
冠

水
被
害
が
あ
っ
た
た
め
、
松

江
市
議
団
も
同
席
し
、
河
川

改
修
を
要
望
し
ま
し
た
。

生
活
再
建
と
防
災

・
減

災
対
策
を
求
め
る

今
回
、
県

へ
要
請
し
た
の

は
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

の
充
実
と
防
災

・
減
災
事
業

の
強
化
。
主
な
内
容
は
以
下

の
と
お
り
。

１
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

①
繰
り
返
さ
れ
る
浸
水
被
害

に
被
災
者
は
疲
弊
し
て
い

る
。
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
の
対
象
拡
大
及
び
支

援
上
限
額
を
現
行
の
３
０

０
万
円
か
ら
５
０
０
万
円

へ
引
き
上
げ
る
よ
う
国
に

求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
県

独
自
の
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
の
拡
充
を
図
る

こ
と
。

②
税
金

・
保
険
料

（国
保

・

介
護

・
後
期
高
齢
者
医
療

・

年
金
な
ど
）

・
保
育
料
な

ど
の
徴
収
猶
予
や
減
免
制

度
を
周
知

・
徹
底
す
る
こ

と
。

２
避
難
所
の
機
能

・
環
境
改

善①
避
難
所
及
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
再
点
検
と
と
も
に
、

避
難
所
に
お
け
る

「３
密
」

の
回
避
徹
底
や
消
毒
液

・

マ
ス
ク

・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
備
蓄
な
ど
、
感
染
拡

大
防
止
対
策
が
徹
底
で
き

る
よ
う
、
県
内
の
備
蓄
状

況
の
確
認
及
び
改
善
を
図

る
こ
と
。

３
商
工
業

・
農
林
水
産
業
へ

の
支
援

①
商
工
業
者

・
農
林
水
産
業

者
に
と
っ
て
は
、
消
費
税

の
増
税

・
コ
ロ
ナ
禍

・
豪

雨
災
害
の
三
重
苦
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
の
存
続
さ

え
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

被
災
し
た
設
備

・
機
械
の

修
理
な
ど
に
か
か
る
経
費

が
事
業
継
続
の
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
、
実
効
あ
る

支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

②
農
作
物
な
ど
の
被
害
が
十

分
に
補
償
さ
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
農
地
や
農
業
施
設

な
ど
の
復
旧
に
か
か
る
農

家
の
負
担
の
免
除

・
軽
減

を
図
る
こ
と
。

４
江
の
川
治
水
事
業
お
よ
び

県
管
理
の
河
川

・
道
路
の
整

備
促
進

①
江
の
川
の
堤
防
整
備
率
は
、

上
流
部
の
広
島
県
の
69
％

に
対
し
下
流
の
島
根
県
は

15
％
に
と
ど
ま
り
、
無
堤

防
地
区
や
堤
防
未
完
地
区

が
依
然
と
し
て
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
堤
防
整
備
や

水
防
災
事
業

（宅
地
か
さ

上
げ
）
の
予
算
増
額
と
事

業
の
さ
ら
な
る
推
進
、
住

民
負
担
の
軽
減
を
国
に
強

く
要
求
す
る
こ
と
。

②
近
年
、
記
録
的
豪
雨
が
頻

発
し
、
住
宅
浸
水
や
土
砂

災
害
に
よ
る
深
刻
な
被
害

が
多
発
し
て
い
る
。
県
の

防
災

・
減
災
事
業
予
算

（河
川
整
備
、
砂
防
関
係

予
算
）
を
増
額
す
る
こ
と
。

③
同

一
地
域
内
の
安
全
な
場

所

へ
の
移
転
な
ど
に
つ
い

て
、
水
防
災
事
業
と
同
等

の
補
償
を
講
じ
る
こ
と
。

④
江
の
川
支
流
の
堤
防
整
備

及
び
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー

対
策
を
早
急
に
す
す
め
る

こ
と
。
ま
た
、
内
水
排
除

の
た
め
の
ポ
ン
プ
を
常
設

す
る
こ
と
。

⑤
八
戸
ダ
ム
及
び
浜
原
ダ
ム

の
事
前
放
流
に
つ
い
て
、

最
大
限
の
対
応
が
で
き
て

い
た
の
か
否
か
検
証
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
沿
川
住

民
に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
。

⑥
国
道
２
６
１
号
が
不
通
と

な
っ
た
場
合
の
代
替
道
路

の
整
備
を
行
う
こ
と

（県

道
三
次
江
津
線
の
再
整
備

を
行
い
、
桜
江
町
川
戸
か

ら
川
平
町
区
間
を
早
期
に

開
通
さ
せ
る
こ
と
）
。

被
害
の
実
態
に
対
応
で

き
る
支
援
制
度
を

島
根
県
は
28
日
に
、
県
議

会
の
議
決
を
経
な
い
専
決
処

分
で
、
災
害
対
応
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
松
尾
副
知
事
は

「新
た
に
生
活
復
旧
に
必
要

な
家
電
や
家
具
の
購
入

・
修

理
費
を
支
援
す
る
制
度

（全

壊

〈床
上
浸
水
１
・
８
ｍ
以

上
〉
は
60
万
円
、
大
規
模
半

壊

〈床
上
浸
水
１
ｍ
以
上
１
・

８
ｍ
未
満
〉
は
30
～
50
万
円
、

半
壊

〈床
上
浸
水
１
ｍ
未
満
〉

は
20
万
円
、

一
部
破
損

〈床

下
浸
水
な
ど
〉
は
８
万
円
を

上
限
に
給
付
）
を
含
め
補
正

予
算
を
措
置
し
た
。
生
活
や

事
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
む
」
と
要
請
に
応
じ
ま

し
た
。
む
こ
せ
予
定
候
補
は

新
制
度
を
評
価
し
つ
つ
、
半

壊
20
万
円
や
床
下
浸
水
８
万

円
で
は
十
分
な
支
援
と
は
な

ら
な
い
こ
と
、
家
電
が
水
没

し
た
場
合
は
水
位
に
よ
る
差

は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
さ

ら
な
る
制
度
の
充
実
を
求
め

ま
し
た
。

森
川
市
議
は
浜
原
ダ
ム
の

事
前
放
流
の
検
証
に
つ
い
て
、

住
民
が
納
得
で
き
る
説
明
の

徹
底
を
求
め
ま
し
た
。
多
田

市
議
は
続
け
ざ
ま
の
災
害
に

対
し
、
築
堤
や
宅
地
か
さ
上

げ
に
比
較
し
て
短
期
間
で
の

対
策
が
可
能
な
移
転
補
償

へ

の
制
度
づ
く
り
を
求
め
ま
し

た
。
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２０２０年８月２日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

日
本
共
産
党
島
根
県
地
方
議
員
団

大
雨
被
害
の
対
策
求
め
て
県

へ
要
請

７
月
29
日
、
日
本
共
産
党
島
根
県
地
方
議
員
団
が
島
根
県

に
対
し
て
、
７
月
13
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

の
対
策
を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
書
を
手
渡
す
党
地
方
議
員
団
と

副
知
事
。
左
か
ら
多
田

・
森
川

・
大

国

・
む
こ
せ

・
松
尾

・
尾
村
。



純
資
産
６
４
８
億
円

財
務
書
類
の
う
ち
、
貸
借
対

照
表
に
は
年
度
ご
と
の
江
津
市

の
保
有
す
る
資
産

・
負
債

・
純

資
産
の
残
高
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。資

産
は
、
江
津
市
が
保
有
す

る
道
路

・
学
校
な
ど
の
固
定
資

産

（９
８
８
億
円
）

・
現
金
預

金

（15
億
８
０
０
０
万
円
）

・

基
金

（27
億
９
２
０
０
万
円
）

な
ど
の
財
産
で
、
合
計
で
１
０

４
１
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

負
債
は
、
地
方
債

・
退
職
手

当
引
当
金
な
ど
の
固
定
負
債

（３
６
０
億
円
）
や
１
年
内
償

還
予
定
地
方
債

・
未
払
い
金
な

ど
の
流
動
負
債

（31
億
円
）
か

ら
な
り
、
合
計
３
９
３
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

純
資
産
は
、
こ
の
資
産
と
負

債
の
差
し
引
き
で
、
合
計
６
４

８
億
円
と
な
り
ま
す
。

江
津
の
人
口
２
万
３
４
４
５

人
で
割
る
と
、
１
人
あ
た
り
の

資
産
は
４
４
４
万
円
、
負
債
は

１
６
７
万
円
で
純
資
産
は
２
７

６
万
円
と
な
り
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
２
３
７
億
円

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
１

年
間
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ご
み

の
収
集
な
ど
に
係
る
経
費
や
、

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
人

件
費

（29
億
２
５
０
０
万
円
）

・

物
件
費

（75
億
４
０
０
０
万
円
）
・

補
助
金
な
ど

（１
１
８
億
９
５

０
０
万
円
）

・
社
会
保
障
給
付

費

（18
億
７
０
０
０
万
円
）

・

使
用
料
と
手
数
料

（10
億
５
１

０
０
万
円
）

・
そ
の
他

（７
億

２
３
０
０
万
円
）
か
ら
な
り
、

合
計
は
２
３
７
億
４
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

純
資
産
減
少
は
２
億
円

純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
上

記
の
純
資
産

（過
去
の
世
代
や

国

・
県
が
負
担
し
た
将
来
返
済

し
な
く
て
も
よ
い
財
産
）
が
１

年
間
で
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た

か
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
前
述
の
行
政
コ
ス
ト

が
２
３
７
億
４
０
０
万
円
だ
っ

た
の
に
対
し
て
、
市
税
や
地
方

交
付
税

（１
３
８
億
４
３
０
０

万
円
）

・
国
や
県
か
ら
の
補
助

金

（96
億
６
０
０
０
万
円
）
の

合
計
が
２
３
５
億
３
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
差
し
引
き
で

２
億
１
０
０
万
円
の
不
足
と
な

り
ま
す
。

こ
の
不
足
を
ま
か
な
う
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
貯
め
た
基
金

な
ど
を
取
り
崩
す
か
、
将
来
世

代

へ
負
担
を
先
送
り

（借
金
）

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資
金
減
少
は

１
億
２
４
０
０
万
円

資
金
収
支
計
算
書
は
、
１
年

間
の
現
金
な
ど
の
増
減
に
つ
い

て
、
業
務
活
動
収
支

・
投
資
活

動
収
支

・
財
務
活
動
収
支
と
い

う
性
質
の
異
な
る
３
つ
の
数
値

で
表
さ
れ
て
お
り
、
期
首
の
資

金
残
高
16
億
５
４
０
０
万
円
が

ど
の
様
に
推
移
し
た
か
が
示
さ

れ
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
業
務
活
動
収

支
は
、
21
億
９
６
０

０
万
円
の
プ
ラ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。
公

共
施
設
整
備
費
の
状

況
を
示
す
投
資
活
動

収
支
は
、
17
億
７
０
０
万
円
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
債
の
発
行
と
償
還
の
状
況

を
示
す
財
務
活
動
収
支
は
、
６

億
１
３
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
資
金

収
支
計
算
書
は
年
度
末
で
１
億

２
４
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
、
資
金
残
高
は
15
億
８
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「出
し
て
お
け
ば
良
い
」

と
い
う
も
の
で
は
な
い

今
回
取
り
上
げ
た
財
務
書
類

は
、
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

民
か
ら
は

「見
て
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
と
の
声
が
あ
る

一
方

で

「情
報
量
が
足
り
な
い
」
と

の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
は
市
民
の
生

活
に
も
直
接
影
響
す
る
た
め
、

市
民
も
把
握
し
て
お
く
べ
き
で

す
が
、
理
解
で
き
な
い
の
で
は

情
報
を
出
す
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。

「出
し
て
お
け
ば
良
い
」

で
は
な
く
、
正
し
く
市
民
が
理

解
で
き
る
よ
う
、
工
夫

・
努
力

が
必
要
で
す
。
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
、

そ
し
て
休
校
な
ど
で
辛
い
思
い

を
し
た
子
ど
も
た
ち
に
20
人
学

級
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
、

「少
人
数
学
級
を
進
め
よ
う
」

と
の
新
聞
記
事
が
目
に
つ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
２
日
、
全
国
知
事
会
が

全
国
市
長
会

・
全
国
町
村
長
会

と
の
連
名
で

「新
し
い
時
代
の

学
び
の
環
境
整
備
に
向
け
た
緊

急
提
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
保
障
す

る
に
は
、

「少
人
数
学
級
に
よ

り
児
童

・
生
徒
間
の
十
分
な
距

離
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

教
員
の
確
保
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

７
月
20
日
に
は
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
す
す
め
る
島
根
の

会
が
、
県
教
育
委
員
会

へ

「少

人
数
学
級
推
進
を
国
に
求
め
る

こ
と

・
県
が
来
年
度
に
予
定
し

て
い
る
少
人
数
学
級
編
成
縮
小

を
凍
結
す
る
こ
と

・
学
習
進
度

に
違
い
が
出
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
配
慮
し
、
県
学
力
調
査
を

中
止
す
る
こ
と
」
と
要
望
し
ま

し
た
。
少
人
数
学
級
実
現
は
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発
達
を

願
う
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
共

通
の
思
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
私
は
１
学
年
に
４
ク

ラ
ス
も
あ
る
大
規
模
校
で
勤
務

し
ま
し
た
。
担
任
し
た
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
以
外
の
名
前
は

覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
か
ら
全
校
児
童
が
50
数
名
の

小
学
校
に
転
勤
し
ま
し
た
が
、

一
人
ひ
と
り
の
目
の
輝
き
ま
で

見
え
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

そ
の
学
校
で
１
年
生
７
人
を

担
任
。
ひ
ら
が
な
の
書
き
方
の

授
業
で
は
、

一
筆
で
書
け
る
字

か
ら
習
い
ま
す
。

「く
」
を
習
っ

た
Ｅ
さ
ん
の
ノ
ー
ト
に

「〇
く

〇

〇
く
〇

〇
〇
〇
〇
〇
く
〇
」

と
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
習

っ
て

い
な
い
字
を
〇
で
書
い
た
Ｅ
さ

ん
に
意
味
を
聴
く
と

「
こ
れ
は

『
さ
く
ら

さ
く
ら

ね
る
の
は

ま
く
ら
』
で
す
」
と
発
表
、
リ

ズ
ム
の
良
さ
に
み
ん
な
大
喜
び
。

こ
の
日
は
教
室
の
あ
ち
こ
ち
で

「さ
く
ら

さ
く
ら

ね
る
の
は

ま
く
ら
」
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

人
数
が
少
な
い
の
で
、
１
時

間
に
何
ペ
ー
ジ
も
花
丸
を
付
け

る
こ
と
が
で
き
、
間
違
い
は
丁

寧
に
指
導
で
き
ま
し
た
。
教
育

の
目
標
で
あ
る

「す
べ
て
の
子

ど
も
に
基
礎
学
力
を
つ
け
る
こ

と
」
と

「人
格
の
完
成
を
目
指

す
こ
と
」
は
少
人
数
学
級
と
い

う
教
育
環
境
で
こ
そ
実
現
す
る

と
実
感
で
き
た
体
験
で
し
た
。

山
﨑
漳
子

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

子

ど

も

た

ち

に

少

人

数

学

級

を

江
津
市
の
資
産
と
負
債
の
状
況
は
？

江
津
市
財
政
課
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
示
す
財
務
書
類

（貸

借
対
照
表

・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

・
純
資
産
変
動
計
算
書

・
資
金

収
支
計
算
書
）
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
３
月
末
時
点

で
の
江
津
市
の
財
政
は
、
ど
ん
な
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
。

23
日

23
日

21
日

佐

々

木

信

代

砂

田

千

惠

子

佐

々

木

明

喜

（99
）

（91
）

（55
）

有

福

温
泉

町

渡

津

町

桜

江

町
市

山


